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船木先生との出会いはこの言葉からでした。「ブル ドーザー」。教員である船







槍ケ岳への登山計画で,8名 のメンバーで3泊4日 の行程,最後 に温泉つきの




に給水 し,汗をふき,計 ったようにまたどちらか らともなく歩 き始める。そん
な繰 り返 しが数時間続いた後の休憩地点でのことで した。私から思い切って声
をかけてみました。「先生,こ の景色すばらしいですね。今日は天気もいい し,
ほんとよかったですね。」「うん。そうだね。」何で もないこの単純な会話が,











て黙々と歩 き,合間にみるその語 らいを見て取って,私 は船木先生には静と動
が混在 しているなどと思いながら,こ うやって先生 とこの瞬間を過ごせること
の満足感を感 じていました。
結果として,地図にあるコースタイムよりも随分早 くに目的地点に到着 して
他のメンバーを迎えるのが,船 木先生 と私の役のようになっていました。そ し
てその頃から船木先生のことを,皆が愛情を込めて 「ブル ドーザー」なみて呼
称 していったのです(さ て私 はいったい何 と呼ばれていたのかしらん)。ある
時は著名な山の雑誌のグラビアにも,私達の山行が掲載されたほどの勢いもあ
りましたものね。先生。








いまこうして船木先生への贈る言葉を述べ させていただくことを誇 りに感 じ
ているとともに,船 木先生の山への愛情がいつまでも続 くことを祈念 していま
す。
それでは○○岳の頂上でお会いしましょう。
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